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仙台七夕とは？

• 「七夕」は、古くは（けんぎゅう）星と織女（しょくじょ）星が、
年に１度だけ天の川を渡って会うことができるという中国の伝説に
由来する。機織りが得意だった織り姫にあやかって手芸の上達を願
う「乞巧奠（きこうでん）」という行事が、奈良時代の日本に伝
わったとされる。

• 「仙台七夕まつり」の起源は、仙台藩祖・伊達政宗公（1567〜1636
年）が、婦女子の教育のために奨励したことで年中行事になったと
いう説が有⼒で、現在では、⻘森のねぶた祭り、秋⽥の竿灯まつり、
山形の花笠まつりと並ぶ「東北の四大祭り」として、全国的に有名
な観光行事となっている。毎年8月6日〜8日の三日間行われる。



現在の仙台七夕まつり

• 近年の仙台七夕まつりは仙台商工会議所内に設けられる「仙台
七夕まつり協賛会」が主催しており、荒町商店街も毎年これに
参加している。協賛会は、参加の各商店街を巡回して審査を行
い、優れていると評価された商店会に団体賞を授与するため、
参加商店会は、審査基準に則った形でそれぞれ飾りを作成する。

• 荒町商店街振興組合内でも七夕実行委員会を組織し、仙台七夕
まつり協賛会のガイドラインに沿って準備を進める。



荒町七夕の歴史

• 戦前の七夕は商店街規模では行われておらず、主に子供のいる家庭
で行われていた。

• 戦後、昭和天皇の仙台巡行に伴い、繁華街から一本杉の伊達屋敷ま
で五千本の七夕が飾られたのを機に、商店街規模で七夕を表通りに
飾るようになった。

• その後、バスが通るようになり、バスに飾りが引っかかる等で苦情
が発生したためしばらく中止されたが、昭和４８年ごろに歩道を
作ってから復活した。ただしこのころの七夕は今ほど盛んではなく、
飾りも一日で作れる規模であったという。

• 昭和６３年に荒町商店街振興組合が発足され、当時隣の穀町で盛ん
に行われていた七夕に対抗する形で、荒町の七夕も徐々に規模を拡
大して活気づいてきた。



荒町の七夕まつり

• 荒町の守り神として親しまれる毘沙門天の例祭が、毎年8月1日〜2日に行われるため、七夕の
直前は非常に忙しくなる。

• 祭りの規模拡大に伴い商業的になってきた仙台七夕の中でも、昔ながらの方法で各店の店主ら
が工夫を凝らした手作りで作成している。

• アーケードなどの雨よけもなく、大型車両の交通量が多い環境で実施するため、飾りの作り方
や、竹の揚げ方に独自のテクニックが発達している。

• 昔に比べ、店舗が住居を兼ねる家族経営の店が減り、テナントを借りて営業している一人親方
の店が増えた。また、高齢化等で従来の方法では難しい状況も発生してきているため、現状に
合った工夫や、ベテラン参加者から若い世代への知識や技術の伝授が課題である。



荒町七夕に必要な作業（学生ボランティアさんのお力を貸してください！）
・飾り作り ☆伝統的に主に女性（婦人部）が担当

通常は5月〜6月頃から開始。その年のテーマに即して、前年の材料も再利用しながら作る。組合名義の七夕作りの他、
初心者への作り方指導や手伝いの時間もとる。

・番号つけ
使用する柱にマップ番号を振る。8月4日までに完了。

・ツノ出し ☆令和3年から必要になった作業

太い竹をフェンスなどに括って支柱として使えるようにする作業。今年は8月3日の午前中に実施予定。

・竹配り ☆伝統的に主に男性（⻘年部）が担当

8月3日午後〜夕方。参加者が注⽂した竹が毘沙門天と⼩学校に届くので、名札をつけて配布。枝切り手伝いや運搬手伝いも必要。

・短冊・飾りつけ ☆伝統的に主に女性（婦人部）が担当

8月3日の竹配り完了後から8月６日早朝の竹揚げまでに完了。 滑車・イルミネーションの取り付けは８月５日までに完了させておく。
・竹揚げ ☆伝統的に主に男性（⻘年部）が担当

8月６日早朝５時から一⻫に実施。 (清水⼩路と6日に来られない参加者は8月5日日中に実施）

・撤収 ☆伝統的に主に男性（⻘年部）が担当

8月８日午後15時から一⻫に実施。竹と飾りを分けて竹は２ｍ以内の⻑さにカットして束ね、荒町公園に集積
飾りは翌年再利用できるものは回収、再利用できないものは細かい枝や葉などのゴミと一緒に袋にまとめて荒町公園に集積。

8月6日～8日の会期中

・安全点検のパトロール係パトロール係パトロール係パトロール係が必要！！
・荒町土産「回文団扇」の売り子売り子売り子売り子も募集！

・今年は「昭和100年」！荒町でずっと継続している「荒町100年プロジェクト」にもふさわしい、
記念すべき年を七夕飾りで祝おう！
・「おかえりなさい七十七銀行」！2年間工事中だった七十七銀行が荒町商店街の入り口を
再び飾ります。荒町商店街のみんなで盛大に盛り上げよう！



荒町七夕のこれから
• ２０２３年、東北学院大学五橋キャンパスの開校により若者の人口が増え、近年の課題であった人手不足や
継承者不足の問題解消が期待される。留学生が日本の伝統⽂化を学ぶ場としても七夕の体験を提供したい。

• 関係人口を増やすために、商店街関係者だけではなく、外部の団体や法人、個人による参加も積極的に募集
している。同時に、これまで狭いコミュニティーの仲間内でやってきた作業に部外者を引き入れるに当たり、
⻑年培ってきた共通認識の共有や、スタッフと一般参加者の区別や、リーダーが誰なのかをわかりやすく視
認できる工夫など、よりシステマティックにする必要が出てきた。

• 街灯撤去に伴う設置場所不足が問題。行政による設置場所増設は当面実現の目処がないため、しばらくの間
は、柱から自分たちで作る手間（ツノ出し）が発生する。

• かつては盛んに行われていた穀町や南鍛冶町の七夕も、高齢化により近年は行われなくなった。ついには商
店会が解散してしまったため、2021年からは、やる気のある店を荒町商店街振興組合に引き入れる動きも
出てきており、2023年からは、道路使用許可の範囲を清水⼩路まで広げた。今後、荒町から続く東側の路
面にも七夕飾りを拡張して、穀町や南鍛冶町でも盛んに七夕が行われていた時代の風景を復元することもで
きるのではないか。



伝統七つ飾りの意味
• 短冊(たんざく)…細⻑い紙に和歌などを書いて、書道や詩歌の上達を願う

• 紙衣(かみころも)…着物を象って裁縫の上達を願い、子供を病気や災いから守る

• 吹き流し(ふきながし)…織姫の織り糸を象って機織りや芸事の上達を願う

• 折り鶴(おりづる)…家内安全と⻑寿を願う

• 投網(とあみ)…漁業で使う網を象って大漁を願う

• 屑籠(くずかご)…紙屑を収めることで清潔と倹約の精神を意味する

• 巾着(きんちゃく)…財布を象って金運の上昇や貯蓄を願う



七夕上級者御用達アイテム
お手伝いボランティアさんには組合から貸与しますお手伝いボランティアさんには組合から貸与しますお手伝いボランティアさんには組合から貸与しますお手伝いボランティアさんには組合から貸与します

• 竹用のこぎり…⽊工用は⻭が傷むので必ず「竹用」
• 鉈…ハサミでは切れない太目の枝切りにも使える
• 枝切りばさみ…邪魔な枝を払うのに使用
• 軍手…屋外作業の必需品
• 虫よけスプレー…竹のあるところは蚊との闘い
• 水またはスポーツドリンク…熱中症注意
• 使い捨てレインコート…雨の中で作業することも想定

常連参加店の中には「花子ちゃん」（おはながみ折り機）を数台所持しているお店もあります。
帽子や日焼け止め、タオルなどは各自でご用意ください。


